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B 153　配向したポ’りエ今･．ンテレつ-7 レートの膨擢瞳蜻の罵方性とニ= の政噴

　　　　弘前大教負　羽賀敏右ll

　c白り翁&縫など高^ 3ヽ配向試料への低分5･のia鳥廬程に≪:，異方性があ5ことが｀知らiK

X いる・一方，ガリ工手レンテレフタし一ト（PET）は, 無処理温度など直当な弛ｲ呼t送べ’

ぼ，有膚溶剤中で時異な非FXこA型亨瓊ヵC Gisel型挙動)に縦っ乙mmす?ことが’知られ・.LI

ろ・この争會ヵ,$嘸力瘤的，りi･定な高'c子楕造と嘸禧i-関連し-t-ft-り，PETの寸法中起性，

染色性など機械的，匍鏝化学的性債乙の聞漉が知侍さ虞ろ。PET 踪ワ'I 3.-V･ソ．スポ- >y

ウェアなどの衣漸吊とむ・，また包装前，s並気テーずべ一A なK."の4 冷濯叔と，L・日常生

池に欠かせないtのである. これら・観怠に差ずき，PETのらse・型島運挙動老，収篇の

i 方性に珪aしながら，卑政§的,こ扇如に刺用しうa sr能性に-7 いて鴇び｀た．

　さ法　PET試叶゜市鮮嘸＆の厚さ約a～I'iOjLLmの―軸廷碑つ4 il,４ と約a ～400 Dの鏑酸

t ほuft，晦風准潮気: 試升を身剤（ク．aホ,．^i）中,こ5憂* きむ宕雌臆測度と．しT求あ

f=. 力や的損矢|正梓:&j万一Siの廓定･ 東洋ボ一犬ﾉむドウ-< こ社暫DP"7÷B登S 用|む･,li）Hx万でm

定．諮晶化度湖定: SL境法i-ぶ'i ． 寸法変拍: 癩銅中に湯-tt きしt 宦湛で滴定．肇色八

肪の分散筆料名月 叫95・cで行った．

　拙果　配向L た命販品にっい-; ， -7 4 Jむムm^- し4 は価縫編,・乎行な方向I- 謝定ぷね．ぷ

の特性値と悳潤漕^と.．層ｲ系謡，佩配向都£料におり% ものと一隻せず，廳遡櫛才膏の異劣性

も認めた．堵躬の収差方向の寸3去褒紬と高'M騰構t ，ニ犀逓性尨認めた。Cases:m膚**に従

うものｌ:一敏に，フ-( ;l A厚，i繊.t が゛大き<，乎樟禽満席や平他繁着量;お藍,こふさい傾向

が友る，
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｣a趾冷日ごも天命有機局勿i-物厦の唆的改良A．,加っエ・分野μ7i宛々･･今勲行われ乙へ3･

その理由,^ ; れ溥の物債カヽヽ參/Z の衣食住と照・へ園係,＝ゐ9,ヌエ業的,こも良平な原素軸石 つ

てぃヽ^ 上Iこ.その仏俘的あi ●。J物理附方茲,こよう改厦にま芦今くの可凱汝^'残さ漑z I⌒ｌ

ためt思心教う．茄肩}の嶮多円瓦応a局石手の玄屏鵡進･滴今心柄互作用･こ左右(r小i

1言心心灸べ.加I 躊・劣野a 澗昧･ニあ一一乙･7物喘<i高次携遥七知'iことかヽ甕要r･恥れ

考え1 . に3
>&・ヽこλ等，物暇・中心夭胆七/しロース組維の場姶,μ到眼形趣等の商状樽

注にフヽハフ冷自-集論^ れxvヽ'i駅旭であう. ＼ こ『

バ= めSi 回よヽ』,^｝内刄l>-劣引旬･)却互作用Iこﾌ^ -乙族灯しZ 釆了心冷IB 1事特･りQ Xβ質

1こも禽f a-因子亡あ^冷今鎖o報遠動iこ- ->･・ヽT,tZIしa - ス紹聶の満勧司隔の遷県議舟桂を

潮気ト乙調ヤTこ．^ の秘策応手錬μ耳行方向t考直お

ガラス転柿≪ような歌象か認めシふす=・r報告弓s .=2:M. (讃.工．無料t I -z /f 天烈-fe /し

ｕ一A り絢湊函線鼠射の海国竹雄置o^M噴かヽし・'i ⌒綿かと無象t丿罰ヽ⌒.3午嫁反#T用I- に

リ゛材5 弔ヽA に加私処鐘＼こよi 旅3一気彩声^0}k り-^仏･y X醵r づフラフトメ- タ･こ試料

匍必装置-&.取･)可ヽす.宦ﾗ晶から勾心血傍まrヽ影Si慶浅/,v向島。r･･加齢( 5: む叶回折角^ 強泉^

測定レ調へ.- r=. W^ (io)㈲L)ひi)の旛夢]隔･よ嘔泉の上算とともに秘粕知贈加す3:5'; ／以匍傍

び繊剔二恥i^が認められ, 1/､t岐いr)乙以上で機りゃ大々くな，Z vノヽヽ'i. 叫o)の場池a ／釘r.伺近湊 ｌ･･

柵球命ヤ和知㈲雅ト沁ぴこりい蓋^*考大浦 ．か認むら氏知.

これら'^ 現象,こフいｰ乙，ﾉヽ゛!し7≪改悛加工の面から泗９すし報告考3予哭乙滴う．


